
静岡地方最低賃金審議会 
第３回 静岡県鉄鋼、非鉄金属製造業最低賃金専門部会 

議事要旨 

開催日時 令和 5年 10 月 10 日（火） 14 時 00 分から 14 時 55 分まで 

開催場所 静岡地方合同庁舎 地下会議室 

出席状況 

公益を代表する委員 出席 3名 定数 3名 

労働者を代表する委員 出席 2名 定数 3名 

使用者を代表する委員 出席 3名 定数 3名 

議題 
１ 特定最低賃金の改正決定について 

２ その他 

議事要旨 本会議は、≪公開・非公開≫ 

１ 特定最低賃金の改正決定について 

第２回専門部会の審議結果について、部会長より確認した後、公益委員が労、使委

員へ個別に意見聴取を行った。 
労使へ個別に意見聴取が行われたが労使の意見の一致には至らなかった。そのた

め公益委員から公益委員案を示し出席者の表決により採決を行うこととなった。 
公益委員は、本産業は全ての製造業の根幹となる産業で、本県の基幹的産業である

との認識は労使一致している。労側からは作業環境が厳しい現場であり、人材確保に

資する優位性確保が必要であること、使側からは中小企業には、未だ光熱費、原材料

高が重くのしかかり、価格転嫁も進んでいないとの意見がなされたが、引上げの必要

性は労使の共通の認識であったとし、 
≪公益委員案≫ 
現行の時間額９７９円から３３円引上げて１，０１２円とする。 
発効日は指定日発効、令和５年１２月２１日とする。 
 
採決の結果、部会長を除く出席委員７名中、賛成７名、反対０名であったため、全

会一致で、公益委員案で部会決定し、結審した。 
審議会令第６条第５項を適用することとしていることから、審議会長名で静岡労

働局長に静岡県鉄鋼、非鉄金属製造業最低賃金の改正決定について答申が行われた。 

事務局より、本日、答申の要旨を公示し、異議の受付を開始する。異議締切は 10

月 25 日となる。異議がなかった場合は、官報公示を行った後 12月 21 日から効力が

発生し、異議があった場合は、11 月 6 日に審議会にて異議に対する審議を行う旨説

明があった。 

２ その他 

専門部会の廃止について、本日の答申に対する異議がなかった場合にはその時点

で、異議があった場合は、審議会で再審議の必要性がなしとなった時点で廃止する旨



事務局より説明があった。 

3 月予定の審議会の公開について、他の特定最低賃金も含め、異議に対する審議会

が開催される場合はその審議会で、開催されない場合、メールにより各委員に諮り、

決定する旨事務局より説明があった。 

 

 


